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22・24・25 年度に実施された全国調査の A 問
題「文字式」に関わる設問，計 13 問の内，正
答率が 70％未満であった問題が，表現は 3 問















































































平成 22年度が 17.3％，平成 24年度が 9.4％，
平成 25 年度が 15.5％である。ここから，計
算結果と結論が結び付いていない生徒がいる
と考えられる。 
県の無解答率は平成 22 年度が 29.8％，平



















きていない生徒が，中 1で 59％，中 2で 38％，
中 3 で 17％いたとしている。また，文字を使
っても不適切な使い方をしている生徒が，中






a…奇数や偶数を n とするもの。 
言葉の代わりに文字を使ったにすぎな
い。 
b…2 つの奇数を 2n+1 とするもの。 
同じ文字には同じ値が入るという認識
がない。 




























































































 実験授業は，N 県公立中学校 2 学年 1 クラ
スを対象にし，全 6 時間の授業を行った。学











ように 2 次に分け，授業を構想した。 
第 1 次 文字式による表現に特化した授業(2 時間) 
第 2 次 文字式による論証の授業(4 時間) 





























































の数を y とするとき，その 2 けたの自然数
の表す式について，4 人は次のように考え
た。 
①太郎「xy」  ②次郎「x+y」 
③三郎「10xy」 ④花子「3 人とも違うと思うわ」 
あなたは誰の考えに賛成しますか。 
－ 66 －
図 2:Shin の WS 
図 4:Shin の前時
の WS 
図 5:Shin の WS 










































「偶数の仕組み 2×x」と直ぐに WS に記入し
た。Hotoは，図 3-④のようにWSに記入した。
その後，Hoto は Nogu に「4×n？」と問いかけ
られると，「ミスった」とつぶやき，「2×n」
に「○」を，「4×n」「6×n」に「×」を付け
た。そして Hoto は，Nogu に「だから，倍数
でしょ。だから，その n(2×n)に，例えば 1 と



















 Shin は，第 1 次第 1 時で，「25」という 2
けたの自然数の仕組みを図 5 に表し，十の位
の数と一の位の数の意味を説明した。 







図 6:Shin の WS 

























































Shin :あのさ，つまり，全部 52 とするじゃん。
(WS に記入しながら(図 8))これは 5×2
でしょ。だから 10 になるでしょ。で，
これは 5+2 だから 7 になるでしょ。これ


























図 8:Shin の WS 
－ 68 －
図 11:Shin の WS 
図 10:Shin の WS 





よね。(WS を記入する(図 9-①)) 















Shin :(WS に例を記入しながら(図 10))だか












Nogu:何で 2 を付けるの？ 
Shin :2 じゃん。 





2 人の会話を受け，今度は Hoto が③になる
理由を以下のように説明した。 
 
Hoto:(Shin の WS(図 10)を指しながら)これ
順番に並べるじゃん。 













































これについては，Hoto も Shin と同じ状態
－ 69 －














のみを基にして Shin と Hoto に説明していた。
そのため，3 人の議論がかみ合わない状態が
続いたのだと推察される。 


































問題の仕組み(仮定) ①n-1，n，n+1 ②a，a+1，a+2 
説明することの仕組み(結論) ①3n ②3(a+1) 
計算式 ①(n-1)+n+(n+1) ②a+(a+1)+(a+2) 
当初 Hoto は，WS の①の計算式の下に「3n-3 






T  :n と n と n をたしたらどうなる？ 
Nogu:3。 
Hoto:3n。(WS に「3n」と記入する(図 12)) 
Nogu:おっ！ 












 Hoto は Nogu と共に，計算結果が結論の
式と同じになったため，納得する様子を見せ
た。 








の 3 倍になっていることを説明する。 
－ 70 －


































































































年度 調査対象クラス 全国(公立) 
21 2.7％ 17.8％ 
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